
○令和3年度に牧之原農泊推進協議会を立ち上げ、地域一体となり観光誘致に取り組める体制を整備
○マリンスポーツや農業体験を創出し、既存の宿泊施設を「遊んで泊まれる宿」としても集客可能にする
○国内の若者・教育旅行客や台湾からのインバウンド客など、幅広く新規顧客の開拓を行っていく

牧之原農泊推進協議会  〔静岡県牧之原市〕
まきのはらし

【実施体制】

【採 択 年 度】
令和４年度

【事業実施期間】
令和４～５年度

【取組内容】

【特徴的な取組】

静岡県牧之原市

○ 静波海岸や勝間田川を活かしたアクティビティや特産
に関わる農業体験など約14の新規体験を作成/整備

○ 茶など特産品の見える化
○ 台湾のメディアを販路としたインバウンド客の獲得

中心的な役割
を担う団体

宿泊
部門

食事
部門

体験・交流
部 門

その他

牧之原農泊推進協議会
（事業実施主体）

・すけろく
どりーむ
・うみねこ
・いかりや
・ボビッシュ
・風来坊
・ジャルディーノ

・ヤマセン［農業
法人］
・TF SURF SHOP
［体験施設］

・牧之原市産業
経済部農林水産
課［農業振興・事
業支援］
・社会保険労務
士・行政書士 石
川事務所［監事］

・遊んで泊まれ
る小学校
・民宿 はちぼし
・万寿田

・マキノハラボ［事
務局］

牧之原大茶園

静波海岸

【代表的な観光資源】

お茶摘み・手揉み体験

（※これはイメージです）

SUP体験

（※これはイメージです）

特産品の見える化

ターゲットを明確にし、今まで取りこぼしてきた海水
浴客以外の旅行客を狙った体験コンテンツ、食メ
ニューを開発

＜誘客コンテンツ＞

＜宿泊＞

今まで宿泊客側に認知されていなかった体験を積
極的に宿泊とセットで販売し、「遊んで泊まれる宿」を
提供
泊食分離の考えに基づき、宿泊施設での飲食だけ

でなく町での飲食に繋げる

＜広告・PR＞

台湾メディアと協力した販路の獲得およびSNS各種を
活用した広告
宿泊施設でのパンフレットによる地域の体験紹介

宿泊施設の対応状況（青：対応）

Wi-Fi 洋式トイレ
キャッシュ
レス

外国語
HP

外国語
案内表示

外国語
ネット予約

※協議会に参画・協力している「宿泊施設」におけるイン
バウンド対応について、実施している対応であればそのま
ま「青」マークと、対応していないものは欄外の「白」マーク
と入れ替えてください。

こちらが、「対応していない場合の「白」マークになります
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